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負
治
春
杏
長

本
年
度
前
半
期
の
自
治
会
諸
行
事
も

役
員
始
め
町
内
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ

り
無
事
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

紙
面
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
振
り
返
っ
て
主
だ

っ
た
も
の
を
拾

っ

て
み
ま
す
と
。

四
月
　
統

一
地
方
選
挙
、
県
議
市
議

５
名
の
地
元
候
補
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
ゴ
ル
ブ
部
大
会

へ
の
参
加

五
月
　
山
辺
自
治
連
総
会
の
他
、
３

つ
の
総
会

・
山
辺
町
足
利
市
合
併
５０
周

年
記
念
大
会
参
加

・
福
地
医
院

々
長
の

逝
去

・
六
月
　
矢
場
川
姥
川
改
修
促
進
期
成

同
盟
総
会

・
他
総
会
３
つ
に
出
席

ご
み
分
別

一
覧
表
の
作
成

・
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
整
備

。
納
涼
祭
に
関
し
て
の

お
寺
側
役
員
と
の
折
衝

七
月
　
石
上
神
社
祭
典

・
歌
手
岡
田

須
永
　
昭

し
の
ぶ
さ
ん
を
迎
え
て
の
納
涼
祭

・
町

内
懇
談
会

・
統
計
大
会

・
地
域
安
全
防

犯
協

へ
の
参
加

・
福
田
勝
男
体
育
部
長

自
治
会
功
労
者
表
彰

八
月
　
茂
木
俊
充
代
議
士
を
迎
え
て

の
懇
談
会

・
町
内
ゴ
ル
フ
部
大
会

へ
の

参
加九

月
　
敬
老
会
実
施

・
土
地
建
物
統

計
調
査

。
南
保
育
所
運
動
会

町
内
旅
行
会
別
所
温
泉

へ
の
参
加

・
ＯＢ

ソ
フ
ト
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
参
加

十
月
　
山
辺
地
区
体
育
祭

（五
位
）
・

山
辺
地
区
文
化
祭

・
防
犯
大
会

・
自
治

会
会
員
名
簿
作
成

十

一
月
　
町
内
文
化
祭

・
山
中
文
化

祭

・
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ク
に
て
グ
ラ
ン
ド

ゴ

ル
フ
実
施
　
・
町
内
ゴ
ル
フ
部
大
会

へ
の
参
加

以
上
私
の
他
に
も
多
く
の
役
員
方
の

出
席
を
頂
き
ま
し
た
。
西
新
井
町
を
代

表
し
て
の
責
務
も
あ
り
ま
す
が
、
多
忙

の
中
に
も
充
実
し
た
半
期
で
あ

つ
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
年
末
に
掛
け
て
、
夜
警
巡

回

・
町
内

一
斉
清
掃
等
町
内
の
皆
様
の

ご
協
力
を
頂
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

よ
ろ
し
く
ご
理
解

の
程
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

民』』・蜘轟録　・須ヽ
本　ユ不エ

今
年
度
の
大
き
な
行
事
で
あ
り
ま
す

『
納
涼
祭
』

『
敬
老
会
』

『
体
育
祭
』

『
文
化
祭
』
等
の
行
事
も
皆
様
方
の
ご

協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
お
陰
様
で
無
事

終
了
で
き
ま
し
た
事
を
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

活
発
な
自
治
会
活
動
も
、
先
ず
は
皆

様
方
の
自
身

の
健
康
を
保
ち
な
が
ら
、

お
互
い
に
協
力
し
合
う
事
で
円
滑
な
自

治
会
活
動
が
計
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

中
で
も
健
康
を
保

つ
と
い
う
こ
と
は
、

人
そ
れ
ぞ
れ
に
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、

５０
～
６０
才
位
の
年
代
か
ら

①
　
自
分
に
合

っ
た
適
度
な
運
動
を
取

り
入
れ
る
。

②
　
自
分
に
合

っ
た
趣
味

・
芸
能
に
取

り
組
む
。

そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
規
則
正
し
い

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
必
要

か
と
思
い
ま
す
。

当
町
内
に
は
、

〔運
動
〕
関
係
は
、

ＯＢ
ソ
フ
ト
部

。
エ
ン
ゼ

ル
ス
部

。
女
子

バ
レ
ー
部

・
健
歩
会

・
卓
球
部

・
ゴ
ル

フ
部

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
な
ど
が
活
動

し
て
お
り
、
近
々
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

開
設
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

〔教
養

。
芸
能
〕
関
係
で
は
、
茶
道
部

・

書
道
部

・
琴
西
会

・
旅
行
会

・
八
木
節

愛
好
会
が
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
際
、
自
分
に
適
し
た
運
動

・
趣

味
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
、
親
睦
を
深

め
、
第
二
の
人
生
と
言
わ
れ
る
年
代
を

楽
し
く
過
ご
し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

も
し
体
調
を
崩
し
、
日
常
生
活
上
不

便
を
感
じ
た
場
合
に
は
、
地
域
社
会
全

体
で
支
援
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、

民
生
委
員
ま
で
、
お
気
軽
に
申
し
出
て

下
さ
い
。

文化祭手芸の部
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防

災

会

へ

の

お
願

い

行
事
参
加
は
健
康
か
ら
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白
治
会
劃
会
長
　
橋
本
　
欣
も

ゴ

ミ

を

考

え

る

毎
日
出
る
ご
み
の
山
、
い
よ
い
よ
各

家
庭
で
も
真
剣
に
取
り
組
む
時
期
に
来

た
よ
う
で
す
。

ご
み
減
量
化
に
関
し
て
市
か
ら
の
説

明
会
も
十

一
月
十
四
日
に
行
わ
れ
、
隣

組
長
は
じ
め
多
数
の
方
が
拝
聴
し
ま
し

た
。
詳
細
は
後
ほ
ど
回
覧
致
し
ま
す
が
、

年

々
増
加
の

一
途
を
辿

っ
て
お
り
、
足

利
市
の
ご
み
焼
却
後
の
灰
の
埋
め
立
て

場
も
、
心
細

い
許
容
量
を
示
し
て
来
た

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。　
一
人

一
日

一

〇
０
グ
ラ
ム
の
ご
み
減
量
作
戦
を
展
開

す
る
と
の
事
で
す
。

大
き
く
は
、
地
球
を
と
り
ま
く
環
境

問
題
、
そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
周
囲
の

生
活
環
境
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
声

を
聞
き
ま
す
。

決
め
ら
れ
た
日
に
、
決
め
ら
れ
た
ご

み
を
捨
て
る
と
言
う
、
他
人
ま
か
せ
で

な
く
、
ご
み
問
題
に
つ
い
て
、
深
い
関

心
を
持

つ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
ど
ん
な
事
か
ら
始
め
よ
う

か
、
我
が
家
で
は
ご
み
の
分
別
を
ち
よ
つ

と
だ
け
、
始
め
ま
し
た
。
最
近
は
、
子

供
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
利
用
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
市
の

広
報
で
知

っ
た
事

で
す
〈
ペ

ツ
ト
ボ
ト

ル
の
蓋
と
容
器
を
分
け
て
捨
て
る
〉
空

に
な

つ
た
容
器
は
、
つ
い
ポ
ン
と
捨
て

て
い
ま
し
た
。
蓋
だ
け
入
れ
る
ビ
ニ
ー

ル
袋
を
用
意
し
て
そ
の
中
に
捨
て
て
、

別
の
曜
日
に
出
す
様
に
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
会
議
で
、
何
時
も
話
題
に
な

る
事
で
す
が
、

【ご
み
回
収
が
行
っ
た

後
に
、
何
も
残
っ
て
い
な
い
ス
テ
ー
シ
ヨ

ン
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に
き
れ
い
で
す

ね
】

【あ
そ
こ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
ダ

メ
で
す
ね
】
。

各
家
庭
で
、
も
う

一
度
ご
み
に
つ
い

て
共
通
の
理
解
を
も
ち
、
ご
み
減
量
化

に
取
り
組
み
ま
し
よ
う
。

た
が
、
今
年
八
月
に
消
火
器
を
購
入
し
、

須
永
徳
仁
様
の
塀
を
お
借
り
し
て
、
消

火
器
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
町
内
皆

様
も
消
火
器
の
設
置
場
所
を
確
認
し
て

頂
き
、
い
ざ
の
時
に
ご
利
用
下
さ
い
。

西
新
井
町
防
災
会
の
年
末
年
始
の
夜

間
巡
回
を
今
年
も
、
町
内
全
戸
の
皆
様

の
協
力
を
得
て
、
二
ヶ
月
間
の
予
定
で

行
い
ま
す
。
年
末
年
始
の
多
忙
で
寒
い

時
期
で
あ
り
ま
す
が
、
ご
協
力
の
程
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

代

ナ

会

々
長

　

心
泉

十

一
部

健
歩
会
も
早
い
も
の
で
今
年
は
満
１０

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
毎
週
日
曜
日
に
参
加
さ
れ
る

皆
様
の
お
陰
で
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

五
月
十

一
日
に
は
１
泊
２
日
で
箱
根
の

幅
道
石
畳
（元
箱
根
か
ら
有
名
な
甘
酒

茶
屋

・
箱
根
細
工
で
知
ら
れ
る
畑
宿
）

と
大
湧
谷
か
ら
桃
源
台
の
手
前
・姥
子

ま
で
、
参
加
者
全
員
歩
い
て
楽
し
い
ハ

イ
キ
ン
グ
を
実
行
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
晩
秋
も
深
ま
り
、
め
っ
き

り
朝
晩
冷
え
込
ん
で
来
て
体
を
動
か
す

の
が
億
劫
に
な
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

健
康
に
良
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
当
町

内
の
皆
様
、
是
非
、
週

一
回
で
す
日
曜

日
午
前
８
時
に
自
治
会
館
の
広
場
へ
お

出
か
け
に
な
っ
て
下
さ
い
。
準
備
体
操

の
ス
ト
レ
ツ
チ
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
（自
分
に
合

っ
た
距
離
と
ス
ピ
ー

ド
）
で
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
は
手
軽
に
出
来
る
最
良
の
有
酸

素
運
動
で
す
。
お
気
軽
に
参
加
下
さ
る

よ
う
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

頭
の
健
康
は
、
参
画
す
る
事
か
ら
、
そ

し
て
大
き
な
声
で
話
す
事
、
是
非
町
内
の

各
種
部
会
に
参
加
し
、
増
進
下
さ
い
。

広
報
紙

へ
の
ご
意
見
・投
稿
お
待
ち
し
ま

す
。
次
回
発
行
は
来
年
五
月
で
す
。
秀
雄

ら

の
しヽ

ノゝ

願票

J卜、
《)

ξζ
`クヽ

加

者

を

集

う

箱 根 旧 街 道 石 畳 入 り 口

■

層

防
災
会

リ
ー
ダ
ー
　
旱
川
　
栄

西
新
井
町
防
災
会
主
催
で
、
消
防
署

の
協
力
の
も
と
、
さ
る
二
月
十
六
日
防

災
訓
練
を
自
治
会
館
に
於
い
て
開
催
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
当
日
は
風
が
強

く
寒
い
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の

町
内
皆
様
の
参
加
を
得
て
、
訓
練
が
出

来
ま
し
た
事
を
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

西
新
井
町
防
災
会
が
発
足
し
て
、
五

年
を
経
過
し
ま
し
た
が
、
町
内
に
は
消

火
器
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し


